
○ 建 設 省 告 示 第 　 　 号

建 築 基 準 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 五 年 政 令 第 三 百 三 十 八 号 。 以 下 、 「 令 」 と い う 。 ） 第 七 十 三 条 第 五 項 、 令

第 七 十 七 条 た だ し 書 、 令 第 七 十 七 条 の 二 第 二 項 た だ し 書 、 令 第 七 十 八 条 た だ し 書 及 び 令 第 七 十 八 条 の 二 第 一

項 第 三 号 に 基 づ く 構 造 計 算 の 基 準 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 十 二 年 　 　 月 　 　 日

建 設 大 臣 　 林 　 寛 子

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 鉄 筋 の 継 手 及 び 定 着 の 構 造 方 法 を 適 用 し な い 構 造 計 算 を 定 め る 等 の 件

第 一 　 令 第 七 十 三 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ く 構 造 計 算 は 、 次 の も の と す る 。

一 　 令 第 八 十 二 条 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で に 規 定 す る 構 造 計 算 を 行 う こ と 。

二 　 継 手 及 び 定 着 部 分 に 生 ず る 力 を 次 の 表 に 掲 げ る 式 に よ っ て 計 算 し 、 当 該 部 分 に 生 ず る 力 が 、 そ れ ぞ れ

令 第 三 章 第 四 款 に 規 定 す る 材 料 強 度 に よ っ て 計 算 し た 当 該 部 分 の 耐 力 を 超 え な い こ と を 確 か め る こ と 。

荷 重 及 び 外 力 に つ い

て 想 定 す る 状 態

一 般 の 場 合 令 第 八 十 六 条 第 二 項 た だ し 書 の

規 定 よ っ て 特 定 行 政 庁 が 指 定 す 備 　 　 　 考



る 多 雪 区 域 に お け る 場 合

積 雪 時 G+P+1.4S G+P+1.4S

  G+P+1.6W暴 風 時 G+P+1.6W

G+P+0.35S+1.6W

建 築 物 の 転 倒 、 柱 の 引 抜 き

等 を 検 討 す る 場 合 に お い て

は 、 Ｐ に つ い て は 、 建 築 物

の 実 況 に 応 じ て 積 載 荷 重 を

減 ら し た 数 値 に よ る も の と

す る 。

地 震 時   G+P+K   G+P+0.35S+K

　 こ の 表 に お い て 、 Ｇ 、 Ｐ 、 Ｓ 、 Ｗ 及 び Ｋ は 、 そ れ ぞ れ 次 の 力 （ 軸 方 向 力 、 曲 げ モ ー メ ン ト 、 せ ん 断

力 等 を い う 。 ） を 表 す も の と す る 。

　 Ｇ 　 第 八 十 四 条 に 規 定 す る 固 定 荷 重 に よ っ て 生 ず る 力

　 Ｐ 　 第 八 十 五 条 に 規 定 す る 積 載 荷 重 に よ っ て 生 ず る 力

　 Ｓ 　 第 八 十 六 条 に 規 定 す る 積 雪 荷 重 に よ っ て 生 ず る 力

　 Ｗ 　 第 八 十 七 条 に 規 定 す る 風 圧 力 に よ っ て 生 ず る 力

　 Ｋ 　 第 八 十 八 条 に 規 定 す る 地 震 力 に よ っ て 生 ず る 力 （ 標 準 せ ん 断 力 係 数 を 一 ・ ○ 以 上 と す る 。 た だ

し 、 当 該 建 築 物 の 振 動 に 関 す る 減 衰 性 及 び 当 該 部 材 を 含 む 階 の 靭 性 を 適 切 に 評 価 す る 場 合 に お い

て は 、 ○ ・ 三 を 限 度 と し て 標 準 せ ん 断 力 係 数 を 低 減 で き る も の と す る 。 ）

第 二 　 令 第 七 十 七 条 た だ し 書 き の 規 定 に 基 づ く 構 造 計 算 は 、 次 の も の と す る 。

一 　 令 第 八 十 二 条 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で に 規 定 す る 構 造 計 算 を 行 う こ と 。

二 　 柱 に 生 ず る 力 を 第 一 第 二 号 の 表 に 掲 げ る 式 に よ っ て 計 算 し 、 当 該 柱 に 生 ず る 力 が 、 そ れ ぞ れ 令 第 三 章



第 四 款 に 規 定 す る 材 料 強 度 に よ っ て 計 算 し た 当 該 柱 の 耐 力 を 超 え な い こ と を 確 か め る こ と 。

第 三 　 令 第 七 十 七 条 の 二 第 二 項 た だ し 書 き の 規 定 に 基 づ く 構 造 計 算 に あ っ て は 、 当 該 床 版 の 接 合 部 の 実 況 に

即 し て 建 築 物 全 体 に つ い て 令 第 三 章 第 一 款 の 二 に 基 づ き 許 容 応 力 度 等 計 算 を 行 い 、 構 造 耐 力 上 安 全 で あ る

こ と を 確 か め る こ と 。

第 四 　 令 第 七 十 八 条 た だ し 書 き の 規 定 に 基 づ く 構 造 計 算 は 、 次 の も の と す る 。

一 　 令 第 八 十 二 条 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で に 規 定 す る 構 造 計 算 を 行 う こ と 。

二 　 は り に 生 ず る 力 を 第 一 第 二 号 の 表 に 掲 げ る 式 に よ っ て 計 算 し 、 当 該 は り に 生 ず る 力 が 、 そ れ ぞ れ 令 第

三 章 第 四 款 に 規 定 す る 材 料 強 度 に よ っ て 計 算 し た 当 該 は り の 耐 力 を 超 え な い こ と を 確 か め る こ と 。

第 五 　 令 第 七 十 八 条 の 二 第 三 号 た だ し 書 き の 規 定 に 基 づ く 構 造 計 算 は 、 次 の も の と す る 。

一 　 令 第 八 十 二 条 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で に 規 定 す る 構 造 計 算 を 行 う こ と 。

二 　 耐 力 壁 に 生 ず る 力 を 第 一 第 二 号 の 表 に 掲 げ る 式 に よ っ て 計 算 し 、 当 該 耐 力 壁 に 生 ず る 力 が 、 そ れ ぞ れ

令 第 三 章 第 四 款 に 規 定 す る 材 料 強 度 に よ っ て 計 算 し た 当 該 耐 力 壁 の 耐 力 を 超 え な い こ と を 確 か め る こ と

。



　 附 　 則

　 こ の 告 示 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。


